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可視 2バンド同時撮像装置用 CCD イメージセンサー読み出し回路の開発

国生 侑巨

　私たちは、可視 2 バンド同時撮像カメラ（以下可
視カメラ）の開発を行っている。このカメラは 2 バ
ンド（g’ バンド、i’ バンド）を CCD イメージセンサー

（以下 CCD）の KAF-1001 を使用して同時撮像する
ことが出来る。本研究は、基板 1 枚のアナログ回路
で 2 バンド同時撮像をすること、読み出しノイズが
KAF-1001 の読み出しノイズ (15 e-) で読み出すこ
と、CCD 全画素を約 1.6 秒で読み出すことを目指し
た。

　読み出し回路は大きく分けて以下の 3 つで構成さ
れている。1 つ目は CCD を載せる Fanout Board、
2 つ目は CCD に電圧、電流を供給する電子回路と
CCD の出力を AD 変換する電子回路からなるアナロ
グ回路、3 つ目は須藤⽒が開発したデジタル回路で
ある。本研究では、Fanout board とアナログ回路
を新たに開発し、CCD を読み出す為にソフトウェ
アの開発を行った。アナログ回路は 1 枚の基板で 2
個のＣＣＤを読み出せる。

　鹿児島大学 1m 望遠鏡に可視カメラを取り付けて
２バンド同時読み出しで天体を撮像することはでき
たが、読み出しノイズは、g’ バンドは 177 e-、i’
バンドは 138 e- となり読み出しノイズが高い結果
となっている。読み出し時間は低ノイズ読み出しを
優先して 5.8 秒程度で読み出しているので、約 1.6
秒の読み出し時間は達成できていない。

図：アナログ回路
可視カメラ⽤の CCD 読み出し回路のアナログ回路。左側
D-Sub は gʼ バンド、右側の D-Sub は iʼ バンドを読み出す。

thin-disk 近似を用いた 1次元非理想磁気流体力学シミュレーションコードの開発

小林 雄大

　近年の観測技術の向上により、原始惑星系円盤の
詳細な構造が観測可能になってきた。例えば ALMA
望遠鏡の観測により、Class II 天体周囲の円盤内に
ギャップ構造が見つかっている。

　一方で理論的には、原始惑星系円盤の形成進化過
程では磁場の物理が重要であると考えられており、
主に 3 次元磁気流体力学シミュレーションを用いて
研究されてきた [Machida et al.(2011); Tomida et 
al. (2015); Tsukamoto et al.(2017)]。

しかしながらこのような 3 次元シミュレーションで
は、その計算コストが膨大であるため、原始惑星系
円盤の長期進化を調べることが困難である。これは
最先端のスーパーコンピュータを用いても解決でき
ない課題である。さらに近年の観測から現実的な磁
場中での原始星形成後 100 万年の円盤進化のシミュ
レーションが求められている。そこで本研究では、

計算コストが軽い 1 次元シミュレーションコードを
開発し、原始惑星系円盤の原始星形成後 100 万年に
およぶ長期進化を明らかにすることを目的とする。
現在、約 50 万年までの円盤進化の計算に成功して
いる。

図：柱密度の半径プロファイルの時間進化
横軸は半径、縦軸は柱密度、線の⾊とラベルは時間
進化を表す。また⿊の点線は分⼦雲コアの等温収縮
のべき則 ( ∝ r-¹,Larson 1969) である。
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サブミリ波偏波観測で捉えた銀河中心領域磁気圏に関する考察

佐藤 和樹

　天の川銀河の中心には、超巨大ブラックホール 
(Sgr A*)、 約 100km s−1 で 回 転 す る リ ン グ 構 造
(Circumnuclear Disk；CND) が存在する。CND 近
傍の磁場は、ガスの角運動量を取り除き、Sgr A* へ
の降着を助けると考えられているため、磁場は、
CND だけでなく、超巨大ブラックホールの活動性
を理解する上でも重要である (Hsieh et al.2018)。 

　観測された磁場構造は CND の内側に位置するミ
ニスパイラルに沿うような傾向が見られた。観測に
よって得られた磁場と Wardle & Königl(1990) によ
り提案された降着円盤モデル (WK model;gc1, gc2, 
gc3, gc4, gc5) の比較を行い、物理量導出、磁気圏
判定や降着についての考察を行った。

　結果、銀河中心領域では磁場がガス圧に対して優
勢であることがわかった。WK model とデータの磁
場構造を比較から、CND 上では半径方向の磁場が

優勢な gc3 と一致する磁場が少なくなる傾向が見つ
かった。この結果から、CND の磁場により降着が
一旦落ち着いていることが示唆される。

温度分布を用いた KAGONMA 天体の分子雲への星形成フィードバック

竹葉 理史

　星形成フィードバックは、次世代の星形成や銀河
の進化を理解する上で重要な物理現象である。この
影響は、HII 領域の膨張や強力な紫外線放射などに
起因する衝撃波によって周囲の分子ガスが加熱され
る形で現れると予想される。そこで我々のグループ
では、様々な段階にある星形成領域とその周辺の分
子ガスの温度分布から星形成活動が分子ガスに及ぼ
す影響範囲を調べることを目的として、アンモニア
分子輝線によるマッピング観測を実施してきた。こ
の観測プロジェクトは「KAGONMA」と呼ばれてい
る。

  本研究では、マッピング観測が完了した 4 天体に
ついて、分子雲の回転温度と柱密度の空間分布を定
量的に調べた。回転温度分布では、分子雲の典型的
な温度 ∼ 15 K (Planck Collaboration et al., 2011) 
を基準に加熱範囲を解析した結果、方向によらない
単調減少の温度分布が得られ、約 3 pc 以内に影響
があることが分かった。これは、分子雲における星

形成のフィードバックが数 pc 程度に限定されてい
ることを示唆する。

  一方、柱密度では方向による違いがあり、明瞭な
単調減少の傾向もみられなかった。

図：4 天体全てをプロットした回転温度動径分布図
横軸は基準点からの距離、縦軸は回転温度を示す。
グレーの横線は星間空間の典型的な温度 ~15 K、黄
色のシェードは 3 pc 以内の範囲を示す。

図：銀河中心領域の分子輝線と磁場構造の図。
NH3 の積分強度図 ( グレースケール ) と SCUBA-2/
POL-2 で捉えられた磁場構造 ( 赤線 )。水色の線は本
研究で磁気圏判定された磁場である。
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近赤外線分光観測を用いた Wolf-Rayet 星の星風領域の研究

　Wolf-Rayet 星は初期質量が 25M ⦿を越える大質
量の O 型星が進化した姿である。この恒星はその大
きな質量放出率と星風の強さにより、周囲の星形成
や重元素の供給に大きな影響を与える興味深い天体
である。明るさやスペクトルの変動を示すものも多
く、特に数日～数週間で起こる、短期変動の要因や
詳しい性質についても未解明の部分が多い。

　鹿児島大学 1m 光赤外線望遠鏡では、名古屋大学
の IRSF 用 近 赤 外 線 分 光 器 を 用 い て 近 赤 外 線 域
1~1.6 μ m の波長域で、Wolf-rayet 星の短期変動
の調査を目的とし、WR115、WR140、WR159 の 3
天体を中心として継続観測を行った。その結果、3
天体すべてで He I,II、C III, IV の輝線強度の時間変
動が見られた。さらに、等価幅の測定を行い、輝線
強度や異なる電離段階の輝線強度比を求めること
で、Wolf-rayet 星のスペクトルを定量的に把握した。

　Wolf-rayet 星の輝線は中心星の放射によって電離

那須 気

した星風領域から放射されるため、輝線等価幅の変
動と Ic バンドでの見かけ上の明るさの変動の比較
を行ったが、これらの間に有意な関係性は見られず、
見かけ上の明るさの変動に対して、輝線の変動割合
の方が小さいという結果が得られた。

図：WR140 の分光スペクトルの時間変動
横軸は波長、縦軸は規格化された強度を表しており、観測日が古
い順に下から並べている。黒で網かけされている領域は、大気吸
収が大きくデータとして使うことが出来ない領域である。

偏波プロファイルを用いたフィラメント分子雲の 3 次元磁場構造の研究

　近年の Herschel 宇宙望遠鏡などの観測により、
分子雲はフィラメント構造が複雑に絡み合った形を
していることが明らかになった。このことから、フィ
ラメントが収縮・分裂し様々なダイナミクスを経て
原始星形成に至るという新たな星形成シナリオを構
築する必要性が高まっている 。本研究ではまず、
磁場強度をパラメータとした 3 次元シミュレーショ
ンによって乱流フィラメントの力学進化を調べた。
さらにこの結果について輻射輸送シミュレーション
を行い、ダスト偏波光の観測的可視化を行なった。
そして、さまざまな観測位置から観測した際の乱流
フィラメント短軸方向の偏波プロファイルを調べ
た。

　力学進化シミュレーションからは、磁気流体力学
に特徴的なガスの運動が見られ、形成した分子雲コ
ア内の構造や物理量進化の傾向が磁場強度に応じて
異なることがわかった。フィラメント内の偏波構造
からは、フィラメント内の全強度 I と偏波強度 PI

吹原 瑶

の半値幅比の分布について、その平均値と分散が単
調な観測位置依存性を示すことを発見した。このこ
とはフィラメント内の偏波プロファイルを広く調べ
ることで、その分布の統計量から 3 次元的な磁場構
造を定量化できることを示唆する。

3D シミュレーションにより再現したフィラメントの観測的可視
化結果。850〔μ m〕のダスト熱放射の輝度の上にダスト偏波光
の向きを白線で示す。

修士論文ダイジェスト
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Optimization of Radiative Transfer
Calculations based on Genetic Algorithms

Alvi Kazi Rasheeq Azhan

　Radiative transfer is the phenomenon wherein 
e n e r g y  i s  t r a n s f e r r e d  i n  t h e  f o r m  o f 
electromagnetic radiation between mediums. This 
phenomenon is affected by the processes of 
generat ion,  propagat ion,  absorpt ion,  and 
scattering. While several traditional approaches to 
computational calculation of radiative transfer 
exist, Monte Carlo Radiative Transfer (MCRT) 
triumphs these traditional approaches due to its 
ability to break down complex models to a set of 
basic events, and use randomness to solve 
problems that might otherwise be deterministic in 
nature. While accelerated approaches for MCRT 
exist, they suffer from the same inherent problem 
of high computational cost. We notice that at a 
modular  leve l ,  MCRT s t r ikes  s ign i f i cant 
resemblance to grid-based random routing often 
seen in computer networks, and can be abstracted 

as such, allowing for us to use networking 
optimization approaches to shorten execution 
t imes. One such approach is the use of 
metaheuristics such as genetic algorithms, an 
optimization technique based on selection and 
recombination of promising solutions. In this 
study, we develop a genetic algorithm based 
radiative transfer code, where we propose to 
improve execution times in relation to MCRT by 
abstracting the model as a networking problem 
and applying a genetic algorithm to generate a 
routing table to use in lieu of MCRT to simulate 
the propagation, absorption, and scattering 
aspects of radiative transfer. By running this 
code, we demonstrate an approximate 1.5 to 3.5 
t imes decrease in execution time, while 
retaining between 97% to 99% accuracy in 
regards to final intensity.
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村瀬 建

Properties on column density structure of molecular clouds based on probability　
density function of the column density and star-forming activities

柱密度確率頻度分布関数と星形成活動に基づいた分子雲の柱密度構造の特徴

　宇宙に存在する物質は、星を介して循環している
と考えられています。 今回、星形成過程の一つで
ある分子雲に着目しました。分子雲は主に水素分子
ガ スで構成され、大きさ 10 pc (1pc は約３光年 )・
絶対温度 10 ケルビン・密度 1 立方センチメートル
あたり 100 個程度の領域のことを指します。分子雲
での星形成プロセスを簡略化すると、分子雲内部で

「分子雲コア」と呼ばれる密度の高い塊が形成され、
そのコアが自己重力収縮して星が誕生するというも
のです。この過程は、必ずしも一方通行ではなく、
星からのフィードバックや、分子雲同士の衝突など
の影響を受け、複雑な過程となります。

星の誕生を知る上で、母体となる分子雲の物理学的
特徴を知ることは非常に重要です。これを調べるた
めに、柱密度確率頻度分布関数 (N-PDF) を用いる
ことができます。N-PDF は横軸に柱密度 ( 視線方
向に積分した密度 )、縦軸に、ある柱密度範囲を示
す観測ピクセル数の割合とした両対数グラフです。
N-PDF の形状と支配的な物理素過程が対応すると
考えられ、柱密度が低い領域では乱流運動、柱密度
が高い領域では自己重力が支配的であると先行研究
では認識されてきました。しかし、自己重力が支配
的と主張されている領域の大きさに１桁以上の幅が
あること、ある柱密度で突然物理過程が切り替わる

など、解釈に課題点がありました。そこで、観測から
得られる N-PDF をより自然に解釈できる方法を考案
し、従来とは異なる手法で N-PDF の解釈に挑戦しま
した。

解析の結果、得られた N-PDF の特徴は分子雲ごとに
異なる一方で、分子雲内部の星形成活動とは関連が弱
いことがわかりました。加えて、分子雲の N-PDF は
乱流速度と平均密度が異なる複数の乱流構造モデルで
よく説明ができることがわかりました。これらの結果
の解釈として、

　(1) 分子雲の柱密度構造は星形成の影響を受ける以
前の性質を示している

　(2) これまで自己重力が支配的と考えられていた
N-PDF の形状は乱流運動の一部であった可能性

が考えられます。今後、どのようにして複数の乱流構
造を形成するのかを観測、理論両方から解明していく
ことが必要です。

最後に、2023 年度から岐阜大学で博士研究員として
引き続き天文学の研究をすることになりました。学部
生から博士課程までの９年間、鹿児島大学の皆様には
大変お世話になりました。引き続き研究者としてよろ
しくお願いします。

図 1: 星形成過程の概略図。本研究は⾚枠で囲っ
ている分⼦雲から分⼦雲コアにつながる過程に
着目した。

図 2: 本研究で⽤いた N-PDF のフィット手法 ( 左 )
と考えられる分⼦雲モデル ( 右 ) の概略図。それ
ぞれの成分の幅はその構造が持つ乱流の強さを⽰す。
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究会2022 (MilkyWay Galaxy Workshop 2022),  2022/11/7 - 2022/11/9,  鹿児島大学 ( 鹿児島市 ) 

8.	 浦郷 陸, "天の川銀河ミラ型変光星から明かすAGB期の終末進化" , 天の川銀河研究会2022 (MilkyWay 
Galaxy Workshop 2022),  2022/11/7 - 2022/11/9,  鹿児島大学 ( 鹿児島市 ) 

9.	 今井 裕, "メーザー星三次元運動に基づく天の川銀河系中心核バルジ力学構造探求計画" , 天の川銀河研
究会2022 (MilkyWay Galaxy Workshop 2022),  2022/11/7 - 2022/11/9,  鹿児島大学 ( 鹿児島市 ) 

10.	 柴田 洋佑, "高密度分子ガストレーサーNH3を用いたN-PDF" , 天の川銀河研究会2022 (MilkyWay 
Galaxy Workshop 2022),  2022/11/7 - 2022/11/9,  鹿児島大学 ( 鹿児島市 ) 

11.	 中西 裕之, "ITP課題バンク整備に向けた取り組み" , ITPシンポジウム,  2022/11/17 - 2022/11/17,  慶應
大学日吉キャンパス ( 横浜市 ) 

12.	 和田 桂一, "AGN中心付近pcから0.001pc における多相星間ガスの構造" , 愛媛大学でのセミナー,  
2022/11/22,  愛媛大学宇宙進化研究センター ( 松山市 ) 

13.	 山中 雅之, "不規則銀河に現れた暗いIa型超新星 SN 2020qxp の早期観測に基づく研究" , 連星系・変光
星研究会2022,  2022/12/16 - 2022/12/18,  岡山理科大学 ( 岡山市 ) 

14.	 今井 裕, "Scientific operation of the HINOTORI system" , ALMA/45m/ASTE Users Meeting 2022,  
2022/12/20 - 2022/12/21,  国立天文台 ( 三鷹市 ) 

15.	 高石 大輔, "単極アウトフローの駆動による"原始星ロケット"の形成 poster" , 第35回理論懇シンポジウ
ム「理論天文学・宇宙物理学の広がり：さらなる発展に向けて」,  2022/12/21 - 2022/12/23,  コラッ
セふくしま ( 福島市 ) 

国 内 研 究 会
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16.	 三杉 佳明, "磁化したフィラメント状分子雲における分子雲コアの角運動量の進化" , 第35回理論懇シン
ポジウム「理論天文学・宇宙物理学の広がり：さらなる発展に向けて」,  2022/12/21 - 2022/12/23,  
コラッセふくしま ( 福島市 ) 

17.	 今井 裕, "HINOTORI進捗報告" , VLBI懇談会シンポジウム2022,  2022/12/23 - 2022/12/25,  東北大学   
(  仙台市 ) 

18.	 今井 裕, "天の川銀河中心部に対するVERAアストロメトリ" , VLBI懇談会シンポジウム2022,  
2022/12/23 - 2022/12/25,  東北大学,  仙台市

19.	 甘田 渓, "新SiOメーザー検出が示唆する「宇宙の噴水」IRAS 16552-3040の進化急速進行" , VLBI懇談会
シンポジウム2022,  2022/12/23 - 2022/12/25,  東北大学 ( 仙台市 ) 

20.	 亀岡 駿成, "２素子干渉計のためのデジタル相互相関器の開発と山口干渉計での実験結果報告" , VLBI懇
談会シンポジウム2022,  2022/12/23 - 2022/12/25,  東北大学 ( 仙台市 ) 

21.	 中川 亜紀治, "VLBIによる後期AGB星の観測的研究" , VLBI懇談会シンポジウム2022,  2022/12/23 - 
2022/12/25,  東北大学 ( 仙台市 ) 

22.	 渡邉 良介, "extreme-OH/IR星 OH39.7+1.5の年周視差測定" , VLBI懇談会シンポジウム2022,  
2022/12/23 - 2022/12/25,  東北大学 ( 仙台市 ) 

23.	 池田 奈央, "VERAを用いたMira型変光星IRC+20404のSiOメーザーの分布に関する研究報告" , VLBI懇談
会シンポジウム2022,  2022/12/23 - 2022/12/25,  東北大学 ( 仙台市 ) 

24.	 坂本 直也, "ミラ型変光星AW Tauの年周視差測定" , VLBI懇談会シンポジウム2022,  2022/12/23 - 
2022/12/25,  東北大学 ( 仙台市 ) 

25.	 村瀬 建, 酒見 はる香(鹿児島大学),佐野 栄俊 (岐阜大学), "超新星残骸 W41 に付随する分子雲の観測" , 近
傍宇宙の観測的研究で探る星間物質ライフサイクル,  2023/2/7 - 2023/2/8,  グローカルホテル糸島 ( 福
岡市 ) 

26.	 和田 桂一, "The contact region of the BLR and dusty torus" , 談話会,  2023/2/15,  東北大学大学院理学
研究科天文学教室 ( 仙台市 ) 

27.	 三杉 佳明, "磁化したフィラメント状分子雲における分子雲コアの角運動量の進化" , 新学術研究会,  
2023/2/20 - 2023/2/23,  国立天文台 ( 三鷹市 ) 

28.	 永山 貴宏, "鹿児島大学報告" , 第13回光赤外線天文学大学間連携ワークショップ,  2023/2/28 - 
2023/3/1,  名古屋大学、ハイブリッド ( 名古屋市 ) 

29.	 赤峰 恭太郎, "鹿児島大学1m光赤外線望遠鏡用近赤外線3バンド同時撮像装置 kSIRIUS開発" , 第13回光
赤外線天文学大学間連携ワークショップ,  2023/2/28 - 2023/3/1,  名古屋大学、ハイブリッド ( 名古屋
市 ) 
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30.	 米盛 葵, "鹿児島大学1m望遠鏡用可視2バンド同時撮像装置の開発と性能評価" , 第13回光赤外線天文学
大学間連携ワークショップ,  2023/2/28 - 2023/3/1,  名古屋大学、ハイブリッド ( 名古屋市 ) 

31.	 三杉 佳明, "磁化したフィラメント状分子雲における分子雲コアの角運動量の進化に対する磁場の影響" , 
シン・九州星形成ゼミ,  2023/3/2 - 2023/3/3,  鹿児島大学 ( 鹿児島市 ) 

32.	 城戸 未宇, "Class 0 原始星 CB 68の降着ストリーマーと化学構造" , シン・九州星形成ゼミ,  2023/3/2 - 
2023/3/3,  鹿児島大学 ( 鹿児島市 ) 

33.	 高桑 繁久, "eDisk Modeling Effort of Protostellar Disks" , シン・九州星形成ゼミ,  2023/3/2 - 
2023/3/3,  鹿児島大学 ( 鹿児島市 ) 

34.	 村瀬 建, "柱密度分布に基づく分子雲の特性" , シン・九州星形成ゼミ,  2023/3/2 - 2023/3/3,  鹿児島大
学 ( 鹿児島市 ) 

35.	 馬場 俊介, "活動銀河核近傍におけるインフロー・アウトフローの観測可能性" , ブラックホール磁気圏
研究会2023,  2023/3/6 - 2023/3/8,  サンプラザ天文館 ( 鹿児島市 ) 

36.	 和田 桂一, "AGN構造の理論と観測" , ブラックホール磁気圏研究会2023,  2023/3/6 - 2023/3/8,  サンプ
ラザ天文館 ( 鹿児島市 ) 

37.	 工藤 祐己, "活動銀河中心核における輻射駆動アウトフロー" , ブラックホール磁気圏研究会2023,  
2023/3/6 - 2023/3/8,  サンプラザ天文館 ( 鹿児島市 ) 

38.	 永山 貴宏, "国産検出器を用いた天体観測用近赤外線3波長同時撮像カメラkSIRIUSの開発" , 日本機械学
会九州支部第76期総会・講演会 特別講演会,  2023/3/6 - 2023/3/6,  鹿児島大学 ( 鹿児島市 ) 

39.	 酒見 はる香, "マイクロクエーサーSS433ジェット先端領域の電波観測" , SKA-Japanワークショップ
2022,  2023/3/7 - 2023/3/9,  国立天文台 ( 三鷹市 ) 

40.	 今井 裕, "天の川銀河中心部に対する高精度電波アストロメトリ" , SKA-Japanワークショップ2022,  
2023/3/7 - 2023/3/9,  国立天文台 ( 三鷹市 ) 

41.	 中西 裕之, "近傍宇宙セッション基調講演" , SKA-Japanワークショップ2022,  2023/3/7 - 2023/3/9,  国
立天文台 ( 三鷹市 ) 

42.	 中西 裕之, "手作りアンテナによる天の川銀河の観測実習" , SKA-Japanワークショップ2022,  2023/3/7 
- 2023/3/9,  国立天文台 ( 三鷹市 ) 

43.	 "馬場 俊介, "Observation of molecular absorption lines in active galactic nuclei utilizing ALMA high-
frequency bands" , 2022年度宇宙電波懇談会シンポジウム「2030年代の電波天文学」,  2023/3/27 - 
2023/3/28,  国立天文台 ( 三鷹市 ) 
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日 本 天 文 学 会 2 0 2 3 年 春 季 年 会
2023 年 3 月 13 日～ 16 日　立教大学池袋キャンパス

1.	 P107a : 三杉佳明, 塚本裕介 (鹿児島大学), 犬塚修一郎 (名古屋大学), "フィラメント状分子雲における分
子雲コア角運動量の進化に対する磁場の影響"

2.	 P134b : 高石大輔、塚本裕介、三杉佳明、高桑繁久 (鹿児島大学), 須藤靖 (東京大学), "非理想磁気流体
力学効果が及ぼす単極アウトフロー駆動への影響"

3.	 P201a : 小林雄大, 高石大輔, 塚本裕介 (鹿児島大学), "原始惑星系円盤の長期進化シミュレーションのた
めのコード開発"

4.	 P218b : 高橋実道（国立天文台/鹿児島大学）、小久保英一郎（国立天文台）、塚本裕介（鹿児島大学), 
"形成過程における原始惑星系円盤の自己重力的分裂に対する条件"

5.	 Q25a : 竹葉理史、半田利弘、村瀬建、平田優志、面高俊宏（鹿児島大学)、河野樹人（名古屋市科学
館）、仲野誠（大分大学）、Chibueze James O(North-West University/University Of Nigeria)、Burn 
Ross A(国立天文台）, "温度分布を用いたKAGONMA天体の分子雲への星形成フィードバック"

6.	 R06a : 松坂玲、半田利弘、村瀬建、柴田洋佑、笠井梨名（鹿児島大学)、前田郁弥（東京大学）、藤本
祐輔（会津大学）、伊東拓実（熊本大学）, "近傍銀河におけるkpcスケールのガス密度頻度分布(GDH)"

7.	 Q33a : 佐藤和樹, 新永浩子 (鹿児島大学), 古屋玲 (徳島大学), 鈴木建 (東京大学), 柿内健佑 (名古屋大
学),J¨urgen Ott (NRAO), "サブミリ波偏波観測で捉えた銀河中心領域の磁気圏に関する考察"

8.	 R11a : 馬場俊介（鹿児島大学), 今西昌俊, 中西康一郎（国立天文台/総研大）, 泉拓磨（国立天文台/都立
大）, "複数分子複数準位輝線で探る超高光度赤外線銀河中心部における分子ガス状態"

9.	 S17a : 谷本敦, 和田桂一, 工藤祐己 (鹿児島大学), 小高裕和 (大阪大学), "より内側領域を考慮した輻射駆
動噴水モデルからのX線スペクトル計算"

10.	 S18a : 工藤祐己, 和田桂一, 馬場俊介 (鹿児島大学), 泉拓磨 (国立天文台/都立大), "活動銀河中心核電離
ガストーラスからの自由自由放射"

11.	 W32b : 酒見はる香 (鹿児島大学), 永井洋, 町田真美 (国立天文台), 赤堀卓也 (国立天文台/SKA 天文台), 
大村匠 (東京大学), 赤松弘規 (SRON), 中西裕之 (鹿児島大学), 藏原昂平 (国立天文台), "SS433 ジェット
先端フィラメントの広帯域スペクトル解析"

12.	 X44a : 油谷直道 (鹿児島大学), 鳥羽儀樹 (国立天文台), 和田桂一 (鹿児島大学), "銀河衝突後期段階にお
ける光電離アウトフロー速度の進化"

13.	 X63a : 長船大樹, 和田桂一 (鹿児島大学), 石山智明 (千葉大学), "宇宙論的N体シミュレーションデータか
ら探るダークマターサブハローの角運動量ベクトルの進化"

14.	 Z102a : 高桑繁久, 西合一矢, 城戸未宇 (鹿児島大学), 大橋永芳 (ASIAA),eDisk Team, "eDisk により得ら
れた原始星円盤の観測の輻射輸送モデル"
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一 般 向 け 講 演 会

1.	 半田 利弘, 2022/11/26, "記念講演「宇宙を作る光と闇～宇宙での物質循環」" , 東亜天文学会2022年鹿
児島大会, 特定非営利活動法人 東亜天文学会主催, 鹿児島市立科学館＋オンライン（鹿児島市）

2.	 半田 利弘, 2022/12/3, "宇宙少年団内之浦支部講演会「目で見る宇宙のすがた」" , 内之浦銀河アリーナ
（鹿児島県肝属郡肝付町）

3.	 和田 桂一, 2023/1/9, "超巨大ブラックホールは本当に存在するのか" , 天文講演会, 鹿児島県天文協会主
催, 鹿児島市勤労者交流センター（鹿児島市）

4.	 新永 浩子, 2023/1/11, "物理におけるジェンダーギャップの現状・物理教育の視点で" , 公開シンポジ
ウム「物理学におけるジェンダーギャップの現状と対策・物理教育の役割」, 日本学術会議物理学委員
会、物理教育研究分科会主催, 日本学術会議講堂＋オンライン（東京都港区）

5.	 半田 利弘, 2023/1/28, "鹿児島市立科学館サイエンストーク「天の川銀河の最新研究」" , 鹿児島市立科
学館（鹿児島市）

15.	 Z105a : 城戸未宇, 高桑繁久, 西合一矢 (鹿児島大学), the eDisk team, "Class 0 原始星 CB 68の降着スト
リーマーと化学構造"

16.	 Z114a : 西合 一矢、児玉沙江、城戸未宇、高桑繁久 (鹿児島大学)、川辺良平（国立天文台）、原千穂美 
(NEC), "Class 0 原始星連星系VLA1623A1/A2/Bシステムの固有運動の解析"

広報普及活動・社会貢献

広 報 普 及 活 動

1.	 半田 利弘,  2022/10/22-11/27,  みたか太陽系ウォーク,  三鷹市全域（三鷹市）

2.	 和田 桂一,  2022/12/3,  大学地域コンソーシアム鹿児島 合同進学ガイダンス,  鹿児島大学（鹿児島市）

3.	 半田 利弘,  2022/12/9,  「宇宙を調べる様々な方法～電波で調べる星形成と天の川銀河」,  山梨県立韮
崎高等学校（山梨県韮崎市）
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6.	 今井 裕, 2023/3/25, "第380回国際天文学連合シンポジウム一般向け講演会" , IAUシンポジウム鹿児島開
催記念市民講演会, 理工学研究科主催、IAU共催, 稲盛会館（鹿児島市）

7.	 半田 利弘, 2023/3/25, "天文パフォーマンスプロジェクト" , 鹿児島市立科学館（鹿児島市）

8.	 中西 裕之・今井 裕・中川亜紀治・永山貴弘, 2023/3/29-31, "第380回国際天文学連合シンポジウム一
般向け教育プログラム" , IAUシンポジウム鹿児島開催記念電波天文観測実習, 理工学研究科主催、IAU共
催, VERA入来観測局・鹿児島大学理学部（鹿児島県薩摩川内市・鹿児島市）

9.	 村瀬　建, 2023/7/26, "宇宙は明るすぎる！〜天文学者を目指す大学院生が見る空〜" , 兵庫県美方郡香
美町教育委員会生涯学習課講演会, 兵庫県美方郡香美町教育委員会生涯学習課主催, 香住区中央公民館（
兵庫県香美町）

研 究 会 の 主 催

1.	 天の川銀河研究センター主催, 2022/11/7 - 2022/11/9, "天の川銀河研究会2022 (MilkyWay Galaxy 
Workshop 2022)" , 鹿児島大学 ( 鹿児島市 )

2.	 HSC Survery Collaboration および天の川銀河研究センター主催, 2022/11/30 - 2022/12/2, "Tracing 
the SMBH growth: outlook beyond the HSC-SSP, and future collaborations" , 鹿児島大学 ( 鹿児島市 )

3.	 IRSF研究会実行委員会主催, 2022/12/1 - 2022/12/3, "The Workshop on Infrared Astronomy with the 
Infrared Survey Facility" , 京都大学 ( 京都市 )

4.	 天の川銀河研究センター・愛媛大学宇宙進化研究センター・熊本大学理学部主催, 2023/2/17 - 
2023/2/17, "３大学（鹿児島・愛媛・熊本）合同研究発表会" , 鹿児島大学理学部 ( 鹿児島市 )&オンラ
イン

5.	 中西 裕之, 2023/3/7 - 2023/3/9, "SKA Japanワークショップ2022" , 国立天文台 ( 三鷹市 )

6.	 天の川銀河研究センター、国立天文台水沢VLBI観測所、国際天文学連合, 2023/3/20 - 2023/3/24, "IAU 
Symposium 380 "Cosmic Masers - Proper Motion toward the Next Generation Large Projects"" , ラ
イカ南国ホール ( 鹿児島市 )
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マ スコミ報 道

1.	 新永 浩子, 2023/2/8,  MBC南日本放送, MBCニューズNOW,  "こんにちは「赤ちゃん星」成長過程を世
界で初めて捉える　鹿児島大学大学院"　他, TBS, Yahoo!ニュース

2.	 新永 浩子, 2023/2/8,  KTS鹿児島放送, KTSライブニュース, "世界で初確認、星の成長にはやっぱり磁
力線が影響していた 鹿児島大大学院など研究チーム"　他, FNNプライムオンライン, Yahoo!ニュース, 
gooニュース

3.	 新永 浩子, 2023/2/9,  南日本新聞, "世界で初確認、星の成長にはやっぱり磁力線が影響していた 鹿児島
大大学院など研究チーム"　他, 毎日新聞, Yahoo!ニュース, 共同通信, ライブドアニュース, デイリースポ
ーツ, 東京新聞, 熊本日日新聞, 沖縄タイムス, 佐賀新聞, 大分合同新聞, 西日本新聞, 中日新聞, 岐阜新聞, 
山陽新聞, 信濃毎日新聞, 徳島新聞, 四国日報, 中国日報, 静岡新聞, 奈良日報, 千葉日報, 北日本新聞社, 福
島民報, 新潟日報, 秋田魁新報社, 北海道新聞, 河北ニュース, nipponニュース, 国立大学協会, biglobeニ
ュース, ジャパンタイムス

4.	 今井 裕, 2023/3/1,  南日本新聞, "MICE誘致に力 戦略計画策定 シンポが表彰"

5.	 今井 裕, 2023/3/20,  MBC南日本放送, "「鹿児島であることが一番うれしい」鹿児島で初　国際天文学
連合のシンポ始まる"

6.	 今井 裕, 2023/3/21,  南日本新聞, "「宇宙からの電波研究発表 31日まで天文学シンポ 28カ国から170人
参加"

7.	 永山 貴宏, 2023/3/25,  南日本新聞, "赤外線3波長を同時観測 天体カメラ開発　国産検出器三つ使用は
国内初　「太陽系外惑星の大気成分解明に活用」　鹿児島大大学院准教授ら"

8.	 今井 裕, 中川 亜紀治, 2023/3/29,  NHK 鹿児島 NEWS WEB, "直径２０ｍの電波望遠鏡 春休みの子ども
たちに特別公開"

受 賞 、特 許

1.	 今井裕, 2023/02/01, 第380回国際天文学連合シンポジウム  宇宙メーザー ー 次世代大型事業に
向けた「固有運動」 , "国際会議誘致・開催貢献賞 「誘致の部」特別賞", 日本政府観光局
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記者発表の様⼦　※マスコミ報道 1,2,3 関連

新永浩子准教授と博士前期課程修了生の深谷紗希子さんら研究チームが、
おうし座分子雲の孤立した「胎児星」が、胎児星を抱く「母体」である極低温のL1521F 分子雲コアの中で、
周囲の磁力線を巻き込みながら成長していく様子を捉えることに成功しました。
本研究論文の図が2 月8 日発刊の欧文学術誌PASJ (Publication of Astronomical Society Japan;
Oxford University Press)第７5巻１号の表紙を飾ることに伴う記者発表には多くの報道関係者が訪れました。

深谷さんは鹿児島大学理学部物理科学科に入学され、卒業後、
鹿児島大学大学院、理工学研究科理学専攻物理・宇宙プログラム
の博士前期課程に進学、修了されました。
今回記者会見で発表した成果は、深谷さんの修士論文の結果で
す。深谷さんは現在、NEC 航空宇宙システムに就職し、システ
ムエンジニアとして勤務されています。大規模システムの開発を
担当されており、日々、新しいことを学びながら、楽しく業務に
励んでいらっしゃるとのことです。
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1.　第 103 回　2022/11/14　服部公平 ( 国立天文台 )　「恒星ハローの運動情報で探る銀河系の構造と形成史」

天の川銀河研究センター主催
鹿 児 島 大 学 天 文 学 談 話 会

2.　第 104 回　2022/11/18　Josep M. Girart (Institute of Space Sciences)
　「The ALMA view of the role of the magnetic fields in star formation process」

3.　第 105 回　2022/11/22　Kin Hang (Paul) YEUNG ( 東京大学理学部 )
　「Multiwavelength studies of G298.6-0.0: Possibly one of the oldest GeV supernova remnants」

※ no image

鹿児島大学天文学談話会とは、宇宙物理学研究室の学生やスタッフを主たる対象として、
鹿児島大学を訪れている天文学研究者が自らの研究成果を中心に紹介する会合です。
2022年度下半期は14回開催しました。
http://agarc.sci.kagoshima-u.ac.jp/ja/danwakai/
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4.　第 106 回　2022/11/24　Patrick Woudt (University of Cape Town)
　「V445 Puppis – a unique helium nova」

5.　第 107 回　2022/11/29　Patrick Woudt (University of Cape Town)
　「MeerKAT and MeerLICHT: A New Look at Radio Transients」

6.　第 108 回　2022/12/13　山中雅之 ( 鹿児島大学天の川銀河研究センター )　
「近赤外線観測で迫る超新星と突発現象」 ※ no image

7.　第 109 回　2023/1/10　高橋実道 ( 国立天文台 )
　「原始惑星系円盤中のダストリング構造の重力崩壊による微惑星形成」 ※ no image

8.　第 110 回　2023/1/24　須藤 靖 ( 東京大学 )　「階層的三体系の力学的安定性と ZKL 効果」



46

9.　第 111 回　2023/2/6　衣川 智弥 ( 東京大学 )　「宇宙初期天体からの重力波」

10.　第 112 回　2023/3/3　Yik Ki (Jackie) Ma (Australian National University)　
「Potential HI Compass Needles in the Small Magellanic Cloud?」

11.　第 113 回　2023/3/9　柿内 健佑 ( 名古屋大学 )
　「Energetics and Dynamics of Interstellar Gas Disks Affected by Magnetic Activity in the Galactic 
Bulge Region」
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12.　第 114 回　2023/3/27　大小田 結貴 ( 理化学研究所 )　
「最初期形成過程における低質量原始星天体の物理構造」

13.　第 115 回　2023/3/27　大滝　恒輝 ( 筑波大学 )　「サブハロー衝突と矮小銀河の形成過程」

14.　第 116 回　2023/3/31　Tatiana M. Rodriguez (New Mexico Institute of Mining and Technology)
　「A multiscale approach to understand outflows from high-mass protostars」
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